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財

務

省

○
農
林
水
産
省
告
示
第
十
五
号

経
済
産
業
省

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
三
項
及
び
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産

業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
一
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
金
融
機
関
が
危
機
対
応
業
務
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
の
認
定
を
行
い
、
危
機

財

務

省

対
応
業
務
及
び
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
た
の
で
、
平
成
二
十
三
年
十
月
農
林
水
産
省
告
示

経
済
産
業
省

第
十
三
号
の
全
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
六
日

財
務
大
臣

安
住

淳

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

目
次第

一
章

対
象
事
案
及
び
実
施
期
間
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
事
案
（
第
三
条
―
第
八
条
）
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第
三
章

災
害
等
に
係
る
事
案
（
第
九
条
―
第
十
三
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
十
四
条
―
第
十
六
条
）

第
一
章

対
象
事
案
及
び
実
施
期
間

（
対
象
と
す
べ
き
事
案
）

第
一
条

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
危
機
対
応
業
務
及
び
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
の
対
象
と
す
べ
き
事
案
は
、
次
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
た
め
に
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
（
以
下
「
公
庫
」
と
い
う

。
）
が
設
置
す
る
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口
に
係
る
事
案
（
以
下
「
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
事
案
」
と

い
う
。
）

二

法
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
た
め
に
公
庫
が
設
置
す
る
次
の
相
談
窓
口
に
係
る
事
案

イ

災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
の
災
害
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口

ロ

霧
島
山
（
新
燃
岳
）
噴
火
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口

三

法
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
た
め
に
公
庫
が
設
置
す
る
次
の
相
談
窓
口
に
係
る
事
案
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イ

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
特
別
相
談
窓
口

ロ

「
生
活
対
策
」
中
小
企
業
金
融
緊
急
特
別
相
談
窓
口

ハ

建
築
関
連
中
小
企
業
者
対
策
特
別
相
談
窓
口

ニ

ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
販
売
関
連
中
小
企
業
金
融
支
援
対
策
特
別
相
談
窓
口

ホ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
中
小
企
業
金
融
支
援
対
策
特
別
相
談
窓
口

ヘ

口
蹄
疫
に
関
す
る
中
小
企
業
支
援
対
策
特
別
相
談
窓
口

て

い

ト

円
高
等
対
策
特
別
相
談
窓
口

チ

日
本
振
興
銀
行
株
式
会
社
関
連
特
別
相
談
窓
口

リ

株
式
会
社
武
富
士
関
連
特
別
相
談
窓
口

ヌ

平
成
二
十
三
年
タ
イ
洪
水
被
害
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口

（
実
施
期
間
）

第
二
条

法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
危
機
対
応
業
務
及
び
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
と
し
て
実
施
す
る
期
間
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。
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第
二
章

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
事
案

（
危
機
対
応
業
務
の
対
象
と
な
る
者
）

第
三
条

の
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

財

務

省

。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
危
機
対
応
業
務
の
対
象
と
な
る
者
の

年
農
林
水
産
省
令
第
二
号

経
済
産
業
省

う
ち
、
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
事
案
に
関
す
る
危
機
対
応
業
務
の
対
象
と
な
る
者
は
、
次
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
等
（
法
別
表
第
一
第
十
四
号
の
中
欄
に
掲
げ
る
者
及
び
株
式
会
社

日
本
政
策
金
融
公
庫
法
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
百
四
十
三
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二
号
イ
か
ら

ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
特
別
目
的
会
社
（
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二

条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
目
的
会
社
及
び
事
業
内
容
の
変
更
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
れ
と
同
様
の
事
業
を
営
む
事
業
体

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
除
い
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

二

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
一
時
的
に
売
上
げ
の
減
少
そ
の
他
の
業
況
の
悪
化
を
来
し
て
い
る
中
小
企
業
者
等
で

あ
っ
て
、
中
長
期
的
に
は
、
そ
の
業
況
が
回
復
し
、
か
つ
、
そ
の
事
業
が
発
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の

三

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
中
堅
企
業
等
（
中
堅
企
業
（
資
本
金
十
億
円
未
満
の
法
人
（
法
別
表
第
一
第
十
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四
号
の
中
欄
に
掲
げ
る
者
及
び
令
第
四
条
第
二
号
イ
か
ら
リ
ま
で
に
掲
げ
る
者
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。
）
並
び
に
特

別
目
的
会
社
を
除
く
。
）
及
び
資
本
金
十
億
円
以
上
の
法
人
で
あ
っ
て
同
号
ヌ
に
掲
げ
る
者
（
同
欄
に
掲
げ
る
者
を
除
く

。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
大
企
業
（
中
堅
企
業
及
び
中
小
企
業
者
等
以
外
の
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
並
び

に
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

四

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
一
時
的
に
売
上
げ
の
減
少
そ
の
他
の
業
況
の
悪
化
を
来
し
て
い
る
中
堅
企
業
等
で
あ

っ
て
、
中
長
期
的
に
は
、
そ
の
業
況
が
回
復
し
、
か
つ
、
そ
の
事
業
が
発
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の

五

前
二
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
、
出
資
並
び
に
資
金
の
拠
出
及
び
貸
付
け
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
組
合
又
は
事
業

体
（
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
（
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
号
）
第
二
条

第
二
項
の
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
契
約
に
よ
っ
て
成
立
す
る
無
限
責
任
組
合
員
及
び
有
限
責
任
組
合
員
か
ら
成
る
組
合

を
い
う
。
）
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
業
体
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
当
該
組
合
又
は
事
業
体
が
行
う
出
資
並
び
に
資
金
の
拠

出
及
び
貸
付
け
の
適
切
性
及
び
公
正
性
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）

六

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
又
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
一
時
的
に
売
上
げ
の
減
少
そ
の
他
業
況

の
悪
化
を
来
し
て
い
る
が
、
中
長
期
的
に
は
、
そ
の
業
況
が
回
復
し
、
か
つ
、
そ
の
事
業
が
発
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
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る
関
連
事
業
者
（
下
請
け
事
業
者
、
主
要
取
引
先
又
は
そ
の
他
の
関
連
事
業
者
を
い
う
。
次
条
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
に
対
し
て
資
金
融
通
を
行
う
大
企
業
（
当
該
大
企
業
を
中
核
と
す
る
企
業
集
団
の
資
金
管
理
を
そ
の
主
た
る
目
的
と
し

て
い
る
金
融
会
社
を
含
む
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

七

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
短
期
社
債
（
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五

号
）
第
六
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
社
債
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
に
困
難
を
来
し
て

い
る
信
用
力
の
あ
る
中
堅
企
業
等

八

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
認
定
事
業
者
（
産
業
活
力
の
再
生
及
び
産
業
活
動
の
革
新
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（

平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
一
号
。
以
下
「
産
活
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
者
を
い
う

。
）
又
は
そ
の
関
係
事
業
者
が
認
定
計
画
（
産
活
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
従
っ
て
事
業
再
構
築
、
経
営
資
源
再
活
用
、
経
営
資
源
融
合
又
は
資
源
生
産
性
革
新
の
た
め
の
措
置
を
行
う
の
に
必
要

な
資
金
に
つ
い
て
、
一
般
の
金
融
機
関
が
通
常
の
条
件
に
よ
り
出
資
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
で
あ
っ
て
、
産
活
法
第

二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
出
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
旨
が
記
載
さ
れ
た
認
定
計
画
に
基
づ
き
出
資
を
受
け

よ
う
と
す
る
事
業
者
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（
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
に
関
す
る
事
項
）

第
四
条

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
事
案
に
関
す
る
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
の
う
ち
、
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
（
法
第
十
一

条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
資
金
の
貸
付
け
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に

掲
げ
る
者
を
対
象
と
し
て
指
定
金
融
機
関
（
同
項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
次
項
以
下
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
危
機
対
応
業
務
に
つ
い
て
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
（
法
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け

等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
度
額
は
既
存
貸
付
残
高
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
億
円
（
組
合
に
つ
い
て
は

、
九
億
円
）
と
し
、
同
時
期
に
公
庫
が
実
施
す
る
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
貸
付
と
同
条
件
の
貸
付
け
に
限
る
も
の
と
す
る
。

３

前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
度
額
は
七
億
二
千
万
円
と
し
、

同
時
期
に
公
庫
が
実
施
す
る
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
貸
付
と
同
条
件
の
貸
付
け
に
限
る
も
の
と
す
る
。

４

前
条
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
（
短
期
社
債
の
取
得
を
除
く
。
）
に
つ
い

て
は
、
他
の
金
融
機
関
等
と
協
調
し
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
対
象
と
す
べ
き
事
案
の
性
質
に
鑑
み
、
他
の
金

融
機
関
等
が
貸
付
け
等
を
行
う
こ
と
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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５

前
項
に
規
定
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
の
う
ち
、
円
滑
な
資
金
供
給
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
協
働
し
て
貸
付
け

等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
申
込
み
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件

を
全
て
満
た
す
場
合
に
限
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

指
定
金
融
機
関
が
協
働
し
て
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
取
り
組
む
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、
指
定
金
融
機
関
が
、
あ
ら

か
じ
め
業
務
の
実
施
体
制
及
び
実
施
方
法
を
確
認
し
、
協
働
し
て
取
り
組
む
旨
を
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
金
融
機
関
が
支
援
す
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
で
あ
っ
て
、
当
該
金
融
機
関
か
ら
の
新
た
な
貸

付
け
等
の
金
額
が
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
の
金
額
以
上
で
あ
る
こ
と
。

６

第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
の
う
ち
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
・
ラ
イ
ン
契
約
（
一
定
の
期
間
及
び
貸
付
け
の

極
度
額
の
限
度
内
に
お
い
て
、
当
事
者
の
一
方
の
意
思
表
示
に
よ
り
当
事
者
間
の
一
方
を
借
主
と
し
て
金
銭
を
目
的
と
す
る

消
費
貸
借
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
相
手
方
が
当
事
者
の
一
方
に
付
与
す
る
契
約
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を

締
結
し
て
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
・
ラ
イ
ン
契
約
は
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
場
合
に
限
り
行

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

一

他
の
金
融
機
関
等
と
協
調
し
て
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
を
行
う
場
合
に
限
り
特
定
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
も
の
で
あ
る
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こ
と
。

二

極
度
額
は
五
百
億
円
を
、
契
約
期
間
（
当
事
者
の
一
方
の
意
思
表
示
に
よ
り
当
事
者
間
に
お
い
て
当
事
者
の
一
方
を
借

主
と
し
て
金
銭
を
目
的
と
す
る
消
費
貸
借
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
一
定
の
期
間
を
い
う
。
）
は
一
年
を
、
そ
れ
ぞ

れ
を
超
え
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
公
庫
か
ら
の
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
に
よ
る
信
用
供
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
第
二
条
に
規
定
す
る
実
施
期
間
内
に
限
る
。

７

第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
の
う
ち
、
社
債
（
短
期
社
債
を
除
く
。
）
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
社
債
の
発

行
条
件
、
発
行
者
の
信
用
力
等
を
勘
案
し
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
募
集
額
の
一
部
に
係
る
応
募
に
よ

り
取
得
す
る
も
の
と
す
る
。

８

前
条
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
大
企
業
に
、
資
金
繰
り
等
が
悪
化

し
て
い
る
関
連
事
業
者
へ
の
資
金
融
通
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

９

前
条
第
七
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
格
付
が
一
定
格
以
上
の
短
期
社
債
の
取

得
で
あ
っ
て
、
公
庫
か
ら
の
信
用
供
与
に
係
る
金
利
を
取
得
金
利
の
下
限
と
す
る
短
期
社
債
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
よ
る
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
方
式
等
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
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（
損
害
担
保
取
引
に
関
す
る
事
項
）

第
五
条

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
事
案
に
関
す
る
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
の
う
ち
、
損
害
担
保
取
引
（
法
第
十
一
条
第
二
項

第
二
号
に
規
定
す
る
補
塡
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
か
ら
第

八
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
し
て
指
定
金
融
機
関
が
次
項
以
下
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
危
機
対
応
業
務
に
つ
い

て
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

２

第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
度
額
は
、
他
の
指
定
金
融
機

関
か
ら
調
達
す
る
資
金
を
合
計
し
て
、
既
存
貸
付
残
高
に
か
か
わ
ら
ず
三
億
円
（
組
合
に
つ
い
て
は
、
九
億
円
）
と
し
、
同

時
期
に
公
庫
が
実
施
す
る
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
貸
付
と
同
条
件
の
貸
付
け
に
限
る
も
の
と
す
る
。

３

第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
度
額
は
、
他
の
指
定
金
融
機

関
か
ら
調
達
す
る
資
金
（
前
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
合
計
し
て
七
億
二
千
万
円
と
し
、
同
時
期
に
公
庫
が
実
施
す

る
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
貸
付
と
同
条
件
の
貸
付
け
に
限
る
も
の
と
す
る
。

４

前
二
項
に
定
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
短
期
貸
付
け
に
あ
っ
て
は
平
均
貸
付
期
間
を
一
年
以
内
と
し
、
長
期
貸
付
け
で
あ

っ
て
、
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
は
平
均
貸
付
期
間
を
原
則
と
し
て
九
年
以
内
、
前
項
に
規
定
す
る
特
定
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資
金
の
貸
付
け
等
は
平
均
貸
付
期
間
を
原
則
と
し
て
六
年
以
内
と
す
る
も
の
と
す
る
。

５

第
三
条
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
（
短
期
社
債
の
取
得
を
除
く

。
）
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

中
堅
企
業
に
対
す
る
損
害
担
保
取
引
の
対
象
と
な
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、

業
況
及
び
資
金
繰
り
が
共
に
悪
化
し
て
お
り
、
中
長
期
的
に
改
善
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
業
況
及
び
資
金
繰
り
の
悪
化

が
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
経
営
上
回
復
し
難
い
損
失
を
被
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
中
堅
企
業
に
対
す
る
特
定
資
金
の
貸
付

け
等
で
あ
っ
て
、
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
の
額
が
二
十
億
円
以
下
の
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。

二

大
企
業
に
対
す
る
損
害
担
保
取
引
の
対
象
と
な
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
業

況
及
び
資
金
繰
り
が
共
に
悪
化
し
て
お
り
、
中
長
期
的
に
改
善
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
業
況
及
び
資
金
繰
り
の
悪
化
が

継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
経
営
上
回
復
し
難
い
損
失
を
被
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
大
企
業
に
対
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等

で
あ
っ
て
、
指
定
金
融
機
関
が
、
損
害
担
保
取
引
な
し
で
は
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
を
原
資
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付

け
等
の
実
施
が
で
き
な
い
又
は
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
の
う
ち
債
務
の
保
証
の
実
施
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
大
企
業
に

対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
大
企
業
そ
の
他
の
国
民
生
活
の
向
上
及
び
国
民
経
済
の
成
長
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に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
等
と
判
断
さ
れ
る
大
企
業
に
対
す
る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。

イ

地
域
経
済
に
お
け
る
雇
用
の
割
合
が
高
い
こ
と
等
に
よ
り
、
当
該
地
域
に
お
け
る
経
済
的
貢
献
度
が
高
い
等
と
判
断

さ
れ
る
企
業
で
あ
る
こ
と
。

ロ

下
請
企
業
等
関
連
産
業
が
幅
広
い
企
業
又
は
こ
う
し
た
企
業
の
事
業
の
継
続
に
不
可
欠
な
企
業
で
あ
る
こ
と
。

ハ

高
い
技
術
又
は
高
い
専
門
的
知
識
を
有
す
る
な
ど
、
経
済
活
力
の
維
持
を
図
る
た
め
に
不
可
欠
な
企
業
で
あ
る
こ
と
。

ニ

生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
な
ど
、
国
民
が
基
本
的
な
生
活
を
行
う
上
で
必
要
と
な
る
企
業
で
あ
る

こ
と
。

三

第
二
条
に
規
定
す
る
実
施
期
間
の
終
了
日
時
点
に
お
け
る
、
第
一
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
特
定
資
金
の
貸
付

け
等
に
付
与
し
た
損
害
担
保
取
引
に
係
る
補
塡
の
額
の
累
計
額
に
つ
い
て
は
、
指
定
金
融
機
関
ご
と
に
、
危
機
対
応
業
務

に
よ
り
貸
し
付
け
た
中
堅
企
業
向
け
長
期
資
金
の
貸
付
け
等
（
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
事
案
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

の
額
の
累
計
額
の
概
ね
三
割
以
内
に
限
る
も
の
と
す
る
。

四

第
二
条
に
規
定
す
る
実
施
期
間
の
終
了
日
時
点
に
お
け
る
、
第
二
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
特
定
資
金
の
貸
付

け
等
に
付
与
し
た
損
害
担
保
取
引
に
係
る
補
塡
の
額
の
累
計
額
に
つ
い
て
は
、
指
定
金
融
機
関
ご
と
に
、
危
機
対
応
業
務
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に
よ
り
貸
し
付
け
た
大
企
業
向
け
長
期
資
金
の
貸
付
け
等
（
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
事
案
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の

額
の
累
計
額
の
概
ね
三
割
以
内
に
限
る
も
の
と
す
る
。

６

第
三
条
第
七
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等

で
あ
っ
て
、
損
害
担
保
取
引
な
し
で
は
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
を
原
資
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
の
実
施
が
困
難
で

あ
る
場
合
に
限
り
行
う
も
の
と
し
、
か
つ
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
全
て
満
た
す
も
の
と
す
る
。

一

深
刻
な
経
済
危
機
等
に
際
し
て
指
定
金
融
機
関
が
短
期
社
債
の
取
得
の
リ
ス
ク
補
完
を
通
常
の
手
段
で
行
う
こ
と
が
困

難
で
あ
る
場
合
等
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
三
十
億
円
以
上
の
短
期
社
債
の
取
得
で
あ
る
こ
と
。

二

短
期
社
債
の
取
得
に
付
与
し
た
損
害
担
保
取
引
に
係
る
補
塡
の
額
の
残
高
が
、
指
定
金
融
機
関
ご
と
に
、
損
害
担
保
取

引
を
付
与
し
た
時
点
に
お
け
る
危
機
対
応
業
務
に
よ
り
取
得
し
た
短
期
社
債
の
残
高
の
概
ね
三
割
以
内
で
あ
る
こ
と
。

７

第
三
条
第
八
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
出
資
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
経
営
状
況
が
急
激
に

悪
化
し
て
お
り
、
認
定
計
画
の
実
施
に
必
要
な
資
金
調
達
の
た
め
に
は
出
資
が
不
可
欠
と
判
断
さ
れ
る
事
業
者
で
あ
っ
て
、

当
該
事
業
者
の
事
業
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
国
民
経
済
の
成
長
及
び
発
展
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
判
断
さ
れ

、
か
つ
、
中
期
的
に
改
善
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
指
定
金
融
機
関
が
損
害
担
保
取
引
な
し
で
は
出
資
の
実
施
が
で
き
な
い
状
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況
に
あ
る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。

（
利
子
補
給
金
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

第
六
条

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
事
案
に
関
す
る
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
の
う
ち
、
利
子
補
給
金
の
支
給
（
法
第
十
一
条
第

三
項
に
規
定
す
る
利
子
補
給
金
の
支
給
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
指
定
金
融
機
関
が
次
項
以
下
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
行
う
危
機
対
応
業
務
に
つ
い
て
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

２

利
子
補
給
の
支
給
の
対
象
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
で
あ
っ
て
、
次
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
事
業
所
又
は
主
要
な
事
業
用
資
産
に
つ
い
て
、
全
壊
、

流
失
、
半
壊
、
床
上
浸
水
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
被
害
を
受
け
た
旨
の
証
明
を
市
町
村
長
そ
の
他
相
当
な
機
関
か
ら
受

け
た
も
の
及
び
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
災
害
に
際
し
て
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法

（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
十
五
条
第
二
項
又
は
第
二
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
五
条
第
二
項

第
一
号
の
緊
急
事
態
応
急
対
策
を
実
施
す
べ
き
区
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
を
有
す
る
も
の
を
対
象
と
す
る
特

定
資
金
の
貸
付
け
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二

第
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
事
業
所
又
は
主
要
な
事
業
用
資
産
に
つ
い
て
、
全
壊
、

流
失
、
半
壊
、
床
上
浸
水
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
被
害
を
受
け
た
事
業
者
又
は
前
号
の
緊
急
事
態
応
急
対
策
を
実
施
す

べ
き
区
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者
の
事
業
活
動
に
相
当
程
度
依
存
し
て
い
る
者
（
売
上
額
等
が
相
当
程
度
減
少
し

て
い
る
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
事
実
に
係
る
証
明
を
市
町
村
長
そ
の
他
相
当
な
機
関
か
ら
受
け
た
も
の
を
対
象

と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け

三

第
三
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け

四

第
三
条
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
中
堅
企
業
及
び
大
企
業
で
あ
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
事
業
所
又
は
主
要
な

事
業
用
資
産
に
つ
い
て
、
全
壊
、
流
失
、
半
壊
、
床
上
浸
水
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
被
害
を
受
け
た
旨
の
証
明
を
市
町

村
長
そ
の
他
相
当
な
機
関
か
ら
受
け
た
も
の
及
び
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
災
害
に
際
し
て

、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
第
十
五
条
第
二
項
又
は
第
二
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
十
五
条
第
二
項
第
一

号
の
緊
急
事
態
応
急
対
策
を
実
施
す
べ
き
区
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
を
有
す
る
も
の
及
び
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
事
業
所
又
は
主
要
な
事
業
用
資
産
に
つ
い
て
、
全
壊
、
流
失
、
半
壊
、
床
上
浸
水
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
被
害
を

受
け
た
事
業
者
又
は
第
一
号
の
緊
急
事
態
応
急
対
策
を
実
施
す
べ
き
区
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者
の
事
業
活
動
に
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相
当
程
度
依
存
し
て
い
る
者
（
売
上
額
等
が
相
当
程
度
減
少
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
事
実
に
係
る
証

明
を
市
町
村
長
そ
の
他
相
当
な
機
関
か
ら
受
け
た
も
の
を
対
象
と
す
る
被
災
地
域
に
お
け
る
事
業
活
動
の
た
め
に
必
要
な

特
定
資
金
の
貸
付
け
（
当
該
中
堅
企
業
及
び
当
該
大
企
業
が
属
す
る
企
業
集
団
の
資
金
管
理
を
行
い
当
該
中
堅
企
業
及
び

当
該
大
企
業
に
資
金
融
通
を
行
う
中
堅
企
業
及
び
大
企
業
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
を
含
む
も
の
と
す
る
。
）

五

第
三
条
第
三
号
に
掲
げ
る
者
及
び
同
条
第
四
号
に
掲
げ
る
者
（
同
条
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
生
産
す
る
部

品
（
当
該
部
品
を
使
用
し
て
生
産
さ
れ
た
部
品
を
含
む
。
）
を
使
用
し
て
製
品
を
生
産
し
よ
う
と
す
る
者
に
限
る
。
）
の

う
ち
、
中
堅
企
業
及
び
大
企
業
で
あ
っ
て
、
下
請
企
業
等
関
連
産
業
が
幅
広
い
国
内
企
業
、
又
は
下
請
企
業
等
関
連
産
業

が
幅
広
い
国
内
企
業
の
事
業
の
継
続
に
不
可
欠
な
企
業
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け

３

利
子
補
給
金
の
利
子
補
給
率
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
三
億
円
を
限
度
に
年
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
（
た
だ
し
、
令

第
四
条
第
二
号
ヌ
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
資
本
金
十
億
円
以
上
の
法
人
（
法
別
表
第
一
第
十
四
号
の
中
欄
に
掲
げ
る
者

を
除
く
。
）
又
は
資
本
金
十
億
円
未
満
の
法
人
（
同
欄
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
を
対
象
と
す
る
場
合
以
外
の
場
合
に
あ

っ
て
は
、
公
庫
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
（
以
下
「
沖
縄
公
庫
」
と
い
う
。
）
及
び
指
定
金
融
機
関
で
合
計
し
て
、
一
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貸
付
先
当
た
り
一
億
円
を
限
度
に
、
特
定
資
金
の
貸
付
け
の
日
か
ら
当
初
三
年
間
年
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。
）
。

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
公
庫
、
沖
縄
公
庫
及
び
指
定
金
融
機
関
で
合
計
し
て
、
一
貸
付
先

当
た
り
三
千
万
円
を
限
度
に
、
特
定
資
金
の
貸
付
け
の
日
か
ら
当
初
三
年
間
年
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
（
た
だ
し
、

令
第
四
条
第
二
号
ヌ
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
資
本
金
十
億
円
以
上
の
法
人
（
法
別
表
第
一
第
十
四
号
の
中
欄
に
掲
げ
る

者
を
除
く
。
）
又
は
資
本
金
十
億
円
未
満
の
法
人
（
同
欄
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
を
対
象
と
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。

三

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
（
た
だ
し
、
最
近
三
ヵ
月
の
売
上
高
、
売
上
高
総
利
益
率
若
し
く
は
売
上
高
営
業
利
益
率
が

前
年
同
期
に
比
し
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
い
る
者
、
又
は
最
近
一
ヵ
月
の
売
上
高
、
売
上
高
総
利
益
率
若
し
く
は

売
上
高
営
業
利
益
率
が
前
年
同
月
に
比
し
て
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
後
二
ヵ
月
を
含
む
三

ヵ
月
の
売
上
高
、
売
上
高
総
利
益
率
若
し
く
は
売
上
高
営
業
利
益
率
が
前
年
同
期
に
比
し
て
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
に
限
る
。
）
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
三
億
円
を
限
度
に
、
年
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

四

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
（
た
だ
し
、
雇
用
の
維
持
又
は
雇
用
の
拡
大
を
図
る
者
に
限
る
。
）
を
対
象
と
す
る
場
合
は

、
三
億
円
を
限
度
に
、
年
〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

五

前
三
号
は
、
同
時
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
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六

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
た
だ
し
、
最
近
三
ヵ
月
の
売
上
高
、
売
上
高
総
利
益
率
若
し
く
は
売
上
高
営
業
利
益
率
が

前
年
同
期
に
比
し
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
い
る
者
又
は
最
近
一
ヵ
月
の
売
上
高
、
売
上
高
総
利
益
率
若
し
く
は
売

上
高
営
業
利
益
率
が
前
年
同
月
に
比
し
て
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
後
二
ヵ
月
を
含
む
三
ヵ

月
の
売
上
高
、
売
上
高
総
利
益
率
若
し
く
は
売
上
高
営
業
利
益
率
が
前
年
同
期
に
比
し
て
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
に
限
る
。
）
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
年
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

七

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
（
た
だ
し
、
雇
用
の
維
持
又
は
拡
大
を
図
る
者
に
限
る
。
）
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
年
〇

・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

八

前
二
号
は
、
同
時
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

九

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
指
定
金
融
機
関
で
合
計
し
て
、
一
貸
付
先
当
た
り
二
百
億
円
を
限

度
に
特
定
資
金
の
貸
付
け
の
日
か
ら
当
初
三
年
間
年
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

十

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
（
た
だ
し
、
最
近
三
ヵ
月
の
売
上
高
、
売
上
高
総
利
益
率
若
し
く
は
売
上
高
営
業
利
益
率
が

前
年
同
期
に
比
し
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
い
る
者
又
は
最
近
一
ヵ
月
の
売
上
高
、
売
上
高
総
利
益
率
若
し
く
は
売

上
高
営
業
利
益
率
が
前
年
同
月
に
比
し
て
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
後
二
ヵ
月
を
含
む
三
ヵ
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月
の
売
上
高
、
売
上
高
総
利
益
率
若
し
く
は
売
上
高
営
業
利
益
率
が
前
年
同
期
に
比
し
て
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
減
少
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
に
限
る
。
）
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
指
定
金
融
機
関
で
合
計
し
て
、
一
貸
付
先
当
た
り
二
百

億
円
を
限
度
に
特
定
資
金
の
貸
付
け
の
日
か
ら
当
初
三
年
間
年
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

十
一

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者
（
た
だ
し
、
雇
用
の
維
持
又
は
雇
用
の
拡
大
を
図
る
者
に
限
る
。
）
を
対
象
と
す
る
場
合

は
、
指
定
金
融
機
関
で
合
計
し
て
、
一
貸
付
先
当
た
り
二
百
億
円
を
限
度
に
特
定
資
金
の
貸
付
け
の
日
か
ら
当
初
三
年
間

年
〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

十
二

前
二
号
は
、
同
時
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
第
九
号
及
び
第
十
号
又
は
第
九
号
及
び
前
号
は
、
同
時

に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

４

前
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
利
子
補
給
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
二
日
以
降
の
特
定
資
金
の
貸
付
け

（
同
時
期
に
公
庫
が
実
施
し
た
災
害
復
旧
貸
付
と
同
条
件
の
貸
付
け
に
限
る
。
）
の
日
に
遡
っ
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

同
項
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
利
子
補
給
率
に
つ
い
て
は
、
同
年
四
月
一
日
以
降
の
特
定
資
金
の
貸
付
け
（
同
時
期
に
公

庫
が
実
施
し
た
経
営
環
境
変
化
対
応
資
金
と
同
条
件
の
貸
付
け
に
限
る
。
）
の
日
に
遡
っ
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
遡
っ
て
適
用
し
た
場
合
の
利
子
補
給
率
が
遡
る
前
の
利
子
補
給
率
を
下
回
る
場
合
を
除
く
。
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５

第
三
項
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
の
利
子
補
給
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
以
降
の
特
定
資
金
の
貸
付

け
の
日
に
遡
っ
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
保
証
に
関
す
る
事
項
）

第
七
条

第
三
条
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
者
の
特
定
資
金
に
係
る
債
務
の
保
証
に
つ
い
て
は
、
当
該
債
務
者

の
委
託
を
受
け
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
の
限
度
額
等
）

第
八
条

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
事
案
に
関
す
る
危
機
対
応
業
務
の
う
ち
、
第
三
条
第
三
号
（
第
五
条
第
五
項
第
一
号
に
規

定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
損
害
担
保
取
引
の
対
象
と
な
る
中
堅
企
業
を
除
く
。
）
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る

特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
実
施
方
針
第
四
条
第
三
号
に
定
め

る
限
度
額
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２

省
令
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
が
別
に
定
め
る
場
合
と
は
、
第
三
条
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
者

に
対
し
て
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
を
行
う
場
合
と
す
る
。

３

指
定
金
融
機
関
に
よ
る
産
活
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
出
資
の
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
定
め
な
い
も
の
と
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す
る
。第

三
章

災
害
等
に
係
る
事
案

（
危
機
対
応
業
務
の
対
象
と
な
る
者
）

第
九
条

第
一
条
第
二
号
及
び
第
三
号
の
事
案
（
以
下
「
災
害
等
に
係
る
事
案
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
危
機
対
応
業
務
の
対

象
と
な
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
同
号
に
係
る
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者

二

第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
・
経
済
的
環
境
の
変
化
等
の
外
的
要
因
に
よ
り
、
一
時
的
に

売
上
げ
の
減
少
そ
の
他
の
業
況
の
悪
化
を
来
し
て
い
る
事
業
者
で
あ
っ
て
、
中
長
期
的
に
は
、
そ
の
業
況
が
回
復
し
、
か

つ
、
そ
の
事
業
が
発
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の

（
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
に
関
す
る
事
項
）

第
十
条

災
害
等
に
係
る
事
案
に
関
す
る
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
の
う
ち
、
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
前
条
第

一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
し
て
指
定
金
融
機
関
が
行
う
危
機
対
応
業
務
に
つ
い
て
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

２

第
一
条
第
三
号
ヌ
に
掲
げ
る
相
談
窓
口
に
係
る
事
案
に
関
す
る
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
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付
け
等
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
第
三
号
ヌ
に
掲
げ
る
相
談
窓
口
に
係
る
事
案
に
係
る
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
外
国
法
人

（
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
と
資
本
関
係
を
有
す
る
海
外
事
業
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の

資
金
融
通
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
貸
付
け
を
含
む
も
の
と
す
る
。

（
損
害
担
保
取
引
に
関
す
る
事
項
）

第
十
一
条

災
害
等
に
係
る
事
案
に
関
す
る
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
の
う
ち
、
損
害
担
保
取
引
に
つ
い
て
は
、
指
定
金
融
機
関

が
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
危
機
対
応
業
務
の
た
め
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
度
額
は
、
他
の
指
定
金
融

機
関
か
ら
調
達
す
る
資
金
を
合
計
し
て
、
既
存
貸
付
残
高
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
億
五
千
万
円
（
組
合
に
つ
い
て
は
、
四
億

五
千
万
円
）
と
し
、
同
時
期
に
公
庫
が
実
施
す
る
災
害
復
旧
貸
付
と
同
条
件
の
貸
付
け
に
限
る
も
の
と
す
る
。

二

第
九
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
限
度
額
は
、
他
の
指
定
金
融

機
関
か
ら
調
達
す
る
資
金
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
合
計
し
て
四
億
八
千
万
円
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
は
、
七
億
二
千
万
円
と
す
る
。
）
と
し
、
同
時
期
に
公
庫
が
実
施
す
る
経
営
環
境
変
化
対
応
資
金
と
同
条
件
の

貸
付
け
に
限
る
も
の
と
す
る
。
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三

第
一
条
第
三
号
ヌ
に
掲
げ
る
相
談
窓
口
に
係
る
事
案
に
関
す
る
第
九
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金

の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
第
三
号
ヌ
に
掲
げ
る
相
談
窓
口
に
係
る
事
案
に
係
る
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
外

国
法
人
へ
の
資
金
融
通
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
貸
付
け
を
含
む
も
の
と
す
る
。

（
利
子
補
給
金
の
支
給
に
関
す
る
事
項
）

第
十
二
条

災
害
等
に
係
る
事
案
に
関
す
る
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
の
う
ち
、
利
子
補
給
金
の
支
給
は
、
指
定
金
融
機
関
が
次

項
以
下
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
危
機
対
応
業
務
に
つ
い
て
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

２

利
子
補
給
の
支
給
の
対
象
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

平
成
二
十
四
年
三
月
八
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
で
あ
っ
て
、
第
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
福
島
県
南
会
津
郡

只
見
町
及
び
大
沼
郡
金
山
町
の
区
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
等
で
あ
っ
て
、
事
業
所
又
は
主
要
な
事
業
用
資

産
に
つ
い
て
、
全
壊
、
流
失
、
半
壊
、
床
上
浸
水
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
被
害
を
受
け
た
旨
の
証
明
を
町
長
そ
の
他
相

当
な
機
関
か
ら
受
け
た
も
の
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
五
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
で
あ
っ
て
、
第
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
の
う

二
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ち
、
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

三
重
県
熊
野
市
及
び
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
、
奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
及
び
十
津
川
村
並
び
に
和
歌
山
県
田
辺
市
、
新
宮
市
、

日
高
郡
日
高
川
町
並
び
に
東
牟
婁
郡
那
智
勝
浦
町
及
び
古
座
川
町
の
区
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
等
で
あ
っ

て
、
事
業
所
又
は
主
要
な
事
業
用
資
産
に
つ
い
て
、
全
壊
、
流
失
、
半
壊
、
床
上
浸
水
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
被
害
を

受
け
た
旨
の
証
明
を
市
町
村
長
そ
の
他
相
当
な
機
関
か
ら
受
け
た
も
の
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け

３

利
子
補
給
金
の
利
子
補
給
率
は
、
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
貸
付
け
ご
と
に
、
公
庫
及
び
指
定
金
融
機
関
で
合

計
し
て
、
一
貸
付
先
当
た
り
一
千
万
円
（
組
合
に
つ
い
て
は
、
三
千
万
円
）
を
限
度
に
、
特
定
資
金
の
貸
付
け
の
日
か
ら
当

初
三
年
間
〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
（
た
だ
し
、
令
第
四
条
第
二
号
ヌ
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
資
本
金
十
億
円
以
上
の

法
人
（
法
別
表
第
一
第
十
四
号
の
中
欄
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
又
は
資
本
金
十
億
円
未
満
の
法
人
（
同
欄
に
掲
げ
る
者
を

除
く
。
）
を
対
象
と
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。

４

前
項
の
利
子
補
給
率
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
貸
付
け
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一

日
以
降
の
特
定
資
金
の
貸
付
け
（
同
時
期
に
公
庫
が
実
施
し
た
災
害
復
旧
貸
付
と
同
条
件
の
貸
付
け
に
限
る
。
）
の
日
に
遡

っ
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
貸
付
け
を
対
象
と
す
る
場
合
は
、
同
年
九
月
五
日
以
降
の
特
定
資
金
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の
貸
付
け
（
同
時
期
に
公
庫
が
実
施
し
た
災
害
復
旧
貸
付
と
同
条
件
の
貸
付
け
に
限
る
。
）
の
日
に
遡
っ
て
適
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
の
限
度
額
）

第
十
三
条

災
害
等
に
係
る
事
案
に
関
す
る
危
機
対
応
業
務
の
う
ち
、
第
九
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
ツ

ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
を
原
資
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
（
社
会
資
本
整
備
に
係
る
も
の
そ
の
他
主
務
大
臣
が
定
め
た

も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
実
施
方
針
第
四
条
第
三
号
に
定
め
る
限

度
額
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
四
章

雑
則

（
実
施
状
況
に
関
す
る
報
告
）

第
十
四
条

指
定
金
融
機
関
は
、
毎
月
の
危
機
対
応
業
務
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
、
遅
滞
な
く
、
公
庫

を
通
じ
て
主
務
大
臣
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
を
原
資
と
し
た
貸
付
け
等
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項
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ロ

損
害
担
保
取
引
の
対
象
と
な
っ
た
貸
付
け
等
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

ハ

利
子
補
給
の
対
象
と
な
っ
た
貸
付
け
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

二

第
三
条
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項

イ

ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
を
原
資
と
し
た
貸
付
け
等
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

ロ

イ
の
う
ち
、
社
債
の
取
得
及
び
社
債
の
償
還
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

ハ

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
・
ラ
イ
ン
契
約
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

ニ

保
証
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

ホ

損
害
担
保
取
引
の
対
象
と
な
っ
た
貸
付
け
等
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

ヘ

利
子
補
給
の
対
象
と
な
っ
た
貸
付
け
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

三

第
三
条
第
五
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
を
原
資

と
し
た
貸
付
け
等
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

四

第
三
条
第
七
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
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イ

短
期
社
債
の
取
得
の
総
額
、
件
数
、
取
得
金
利
の
下
限
そ
の
他
の
事
項

ロ

損
害
担
保
取
引
の
対
象
と
な
っ
た
短
期
社
債
の
取
得
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

五

第
九
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
特
定
資
金
の
貸
付
け
等
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

ツ
ー
ス
テ
ッ
プ
・
ロ
ー
ン
を
原
資
と
し
た
貸
付
け
等
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

ロ

損
害
担
保
取
引
の
対
象
と
な
っ
た
貸
付
け
等
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

ハ

利
子
補
給
の
対
象
と
な
っ
た
貸
付
け
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

六

第
三
条
第
八
号
に
掲
げ
る
者
を
対
象
と
す
る
産
活
法
第
二
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
出
資
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
、
損
害
担
保
取
引
の
対
象
と
な
っ
た
出
資
の
総
額
、
件
数
そ
の
他
の
事
項

（
共
通
事
項
）

第
十
五
条

危
機
対
応
業
務
の
実
施
は
、
主
務
大
臣
か
ら
指
示
を
受
け
た
指
定
金
融
機
関
に
限
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
改
定
）

第
十
六
条

主
務
大
臣
は
、
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
事
案
に
関
す
る
危
機
対
応
業
務
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
害
の
状
況
、
企
業
の
業
況
又
は
資
金
繰
り
の
改
善
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
こ
の
定
め
に
係
る
危
機
対
応
業
務
の
実
施
期
間
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、
対
象
、
条
件
等
に
つ
い
て
、
改
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
災
害
等
に
係
る
事
案
に
関
す
る
危
機
対
応
業
務
に
つ
い
て
は
、
災
害
等
に
よ
る
被
害
の
状
況
、
企
業
の
業

況
の
改
善
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
半
期
ご
と
を
目
途
に
見
直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。


